
 

 

 

 

～新しい年、新しい気持ちで！～          学校長  大野 幸二 

２０２６年（令和８年）が始まり、我らが朝比奈っ子も元気に登校してきました。年頭に当た

り、それぞれに新年をどのように過ごそうかと決意する極めて大切な時であると感じています。    

今年の干支は「馬（午）」です。本校では、５年生・６年生児童の多くが、「年男」 

や「年女」となります。本日の朝会では、馬にちなんだ校長講話を行いました。 

＜人間万事塞翁が丙午＞ 

○紀元前 2 世紀中国の『淮南子』に載っている有名な寓話 

 

 

 

 

この物語は、「人生の幸不幸は予測不可能なので、安易に喜んだり悲しんだりせずに、柔軟な心で

物事を受け止めること」の重要性を教えています。 今朝の講話が、子ども達にとって「馬耳東風」となら

ぬよう、新たな教職員ともども頑張って参ります。学校協力者の皆様方におかれましては、本年も変わ

らぬご支援、ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。 

 

☆＜新年からの校内教職員に関するお知らせ＞☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※着任者の勤務日や役割等につきましては、各学年・学級通信等でご確認ください。 
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・ある日、中国の「塞」に住む老人の馬が逃げ出す。老人は「幸運の元になる」と気にとめない 

・数ヶ月後、逃げた馬が他国の優秀な馬を連れて戻る。老人は「災いになるかも」と冷静 

・老人の息子が、その馬から落ちて大けがをする。老人は「幸運になるかも」と見舞客に伝える。 

・やがて戦争が起き多くの若者が亡くなったが、大けがをしていた息子は兵隊にならずに助かる。 

 

 

◇＜育児休暇より職場復帰＞：教諭【中原 百合香】（高学年「理科」を担当） 

 

◇＜新たに着任＞：教諭（非常勤）【小林 徹子】（５年２組「社会」を担当） 

 

教諭（非常勤）【三河 紀子】（５年２組の「総合」を担当） 

 

○＜兼 務＞：主幹教諭【梶田 浩司】（児童支援専任・音楽専科・５年２組担任） 

・兼務に伴い、上記の教職員を中心に５年２組の補助に当たります 

 

○＜代 替＞：教 諭【中村 雅】（３年１組担任）(中学年「体育」) 

・中学年「音楽」等は、４年１組担任の【松崎 里穂】が担当 

 

日光東照宮の白馬 


